
- 474 - 

 

第６節 大平産業振興課 

 

〔総括概要〕 

 

大平地域の農業は、米麦の二毛作を中心とした土地利用型農業に加え、施設園芸、

果樹、畜産等が盛んに行われている。  

担い手の多くは、首都圏に近い地理的条件を活かし、いちご、ニラ、トマト、ぶ

どう等の施設園芸、主食用米を基本として戦略作物である麦、大豆、加工用米、新

規需要米等を組合わせた複合的経営が中心である。 

このような中、地域特性を活かした産地づくりを目指し、栃木市農業再生協議会

と連携した経営所得安定対策等の推進により、安定した農業経営を継続できる環境

づくりを進めるとともに地域農業の活性化を図った。  

また、集落における話し合いをもとに策定した人・農地プランにより、担い手へ

の農地の利用集積の促進、青年就農者の定着支援を行った。  

    土地基盤整備事業は、昭和 34 年から始まり平成 2 年にはほぼ完了し、整備率は 

98.7％である。この基盤整備の済んだ優良農地を長期的に有効利用し、大消費地に

近い立地条件を生かし、本地域の特産物であるいちご、ニラ、トマト、ぶどう等の

生産技術の向上及び流通体制の整備を進め、都市型農業への定着を図った。また、

土地利用型農業は、更に担い手への土地利用集積を推進し、水田の高度利用を図り、

安定的な経営を目指した。  

あわせて、農業農村整備事業及び多面的機能支払交付金事業により、土地改良区

等が実施する農業・農村環境の整備を支援した。  

一方、国土の保全・水源のかん養保安林など、森林の有する公益的機能を十全に

発揮させるために、森林整備事業を行った。 

林道については、林業の生産性向上を図る機能とともに、観光客等も通行するこ

とから、草刈や落ち葉浚い等による適正な維持管理を行った。  

森林事業については、県民税事業による藪の刈払いや不要木の処分など里山林の

適正な管理を行うとともに、野生獣による農作物被害の軽減を図った。  

また、野生獣による獣害対策については、イノシシによる農作物等に係る被害の

防止のため、地元猟友会の協力を得て、有害鳥獣捕獲を実施した。  

商工業関係については、地域の商工業の総合的な改善発展のため、大平町商工会

と連携のうえ商工業者の育成・支援をはじめとする諸事業を実施し、中小企業の育

成と経営品質の向上に向けた取組を推進した。 

観光関係については、太平山自然公園の南山麓に広がる豊かな自然、大中寺、清

水寺、東山道などの史跡、及び約60の観光ぶどう園などの観光資源を有効に活用し、

ぶどう袋かけ体験など地域の自発的な取り組みを支援し、特性を活かす体験型観光

に取り組んだ。 

 

 農林振興係   
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１ 農業団体育成事業  

  本市農業の振興と地域社会の発展に寄与することを目的に、各種農業団体への指導、

育成及び支援を行った。 

(1) 栃木市認定農業者協議会大平支部 

   大平地域の農業を担う認定農業者が魅力とやりがいのある効率的かつ安定的な農業

経営を展開するために、例年団体組織に係る運営活動、交流、情報交換活動、視察研

修会、経営改善に向けた相互研鑽活動を行うところであるが、新型コロナウイルス感

染症の影響により、令和2年度は冬季健康管理助成金の支給を行った。 

(2) 栃木市農村生活研究グループ協議会大平支部  

   大平支部では会員相互の親睦協調を図り、グループ活動によって農業経営、働き方

及びゆとりある生活を推進し、お互いの教養を高め合い、農村型ライフスタイル実現

と農村女性の地位向上を目的として、農産加工品の講習会やイベントを計画していた

が、新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中止した。 

 

２ 集落営農の法人化推進  

(1) 栃木市集落営農組織連絡協議会の運営（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止） 

栃木市集落営農組織連絡協議会は大平地域内の 7 つの集落営農組合で組織されてお

り、集落営農組織の経営の効率化と法人化の推進を図るため、各種事業を計画した。 

 

３ おおひら産業祭事業（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）  

農業・商業・工業・観光業の活性化を図るべく、地元で栽培された農産物及び地元で

生産された商品のＰＲ、展示、即売会の実施並びに生産者と消費者の交流及び大平地域

における産業の発展に寄与するため、おおひら産業祭を企画した。 

 

４ 栃木市畜産協議会大平支部  

会員の相互連携を基調として、継続的・安定的な畜産経営を図るとともに、畜産振興

及び鳥インフルエンザ、豚熱等家畜防疫事業の実践を図るための事業を積極的に実施し

た。 

   

５ 農産物加工施設の管理運営事業 

  地産地消、農村の活性化、担い手の育成等を図るとともに、多くの市民に地元の農業

に関心を持っていただくための農産加工所は、主に地元の農産物を使用したみそ加工、

ぶどうジャム作り等に利用された。  

施 設 名 利用日数(日) 利用人数(人) 

大平農村婦人の家  0 0 

大平西地区農産加工所  107 713 
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６ 農業委員会関係 

  農業委員会事務の円滑な推進と併せて地域農業者への利便を図るため、証明発行等の

事務を行った。                   （単位：件） 

件  名 件  数 

耕作証明書 42 

農家基本台帳の写し  1 

農家証明書 15 

 

７ 多面的機能支払交付金事業  

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農地・水路・農道等の地域

資源の保全管理を行う活動組織に支援した。 

※市負担額は、基礎支援の合算額の 25％ 

(1) 農地維持支払 

活動組織名 

協定期間 基礎支援 

市負担額(円) 
締 

結 

年 

度 

終 

了 

年 

度 

交 

付 

期 

間 

田 

(3,000 円/10a) 

畑 

(2,000 円/10a) 

面積(ａ) 金額(円) 面積(ａ) 金額(円) 

西山田自然 

環境保全会 
R 元 R5 5 8,826 2,647,800 7,006 1,401,200 1,012,250 

富  田  七 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,044 1,513,200 210 42,000 388,800 

真  弓  南 

環境保全会 
R 元 R5 5 6,298 1,889,400 36 7,200 474,150 

西  水  代 

環境保全会 
R 元 R5 5 10,446 3,133,800 197 39,400 793,300 

あ  ら  い 

水と緑の会 
R 元 R5 5 9,924 2,977,200 62 12,400 747,400 

上  高  島 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,138 1,541,400 160 32,000 393,350 

水代新水利 

組合環境保全会 
R 元 R5 5 1,729 518,700 35 7,000 131,425 

西  野  田 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,077 1,523,100 64 12,800 383,975 

大 平 東 部 

環境保全会 
R 元 R5 5 50,109 15,032,700 683 136,600 3,792,325 

下皆川 

環境保全会 
R 元 R5 5 3,530 1,059,000 671 134,200 298,300 
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(2) 資源向上支払（共同活動）  

活動組織名 

協定期間 基礎支援 

市負担額

(円) 

締 

結 

年 

度 

終 

了 

年 

度 

交 

付 

期 

間 

田 

(1,800 円/10a) 

畑 

(1,080 円/10a) 

面積(ａ) 金額(円) 面積(ａ) 金額(円) 

西山田自然 

環境保全会 
R 元 R5 5 8,826 1,588,680 7,006 756,648 586,332 

富  田  七 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,044 907,920 210 22,680 232,650 

西  水  代 

環境保全会 
R 元 R5 5 10,446 1,880,280 197 21,276 475,389 

あ  ら  い 

水と緑の会 
R 元 R5 5 9,924 1,786,320 62 6,696 448,254 

上  高  島 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,138 924,840 160 17,280 235,530 

西 野 田 

環境保全会 
R 元 R5 5 5,077 913,860 64 6,912 230,193 

大 平 東 部 

環境保全会 
R 元 R5 5 8,597 1,547,460 141 15,228 390,672 

下 皆 川 

環境保全会 
R 元 R5 5 3,530 635,400 671 72,468 176,967 

      

８ 土地改良事業等補助金  

各事業に取り組む下記団体を支援するため、補助金を交付した。  

   （単位：円） 

事業名 
土地改良区（箇所） 

事 業 内 容 
事業費 補助額 

農業用施設災害復

旧事業(R 元 繰越

分) 

大美間土地改良区（上高島地区）  

ふとんカゴ工による水路の復旧工事  

L＝10.8ｍ 

4,785,000 

4,785,000 

(うち市負担額  

66,990) 

農業用施設災害復

旧事業(R 元 繰越

分) 

大平西部土地改良区（下皆川地区）  

農地復旧工事 a=4.13ha 

畦畔工事 L＝422m 

22,861,300 

22,861,300 

(うち市負担額  

960,175) 

県単独土地改良事

業（かんがい排水） 
大美間土地改良区（下高島地区） 

水中モーターポンプ交換 1 箇所 
3,850,000 

2,117,000 

(うち市負担額  

770,000) 

大美間土地改良区（川連地区）  

水中モーターポンプ交換 1 箇所 
3,800,000 

2,090,000 

(うち市負担額  

760,000) 
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大美間土地改良区（榎本地区）  

水中モーターポンプ交換 1 箇所 
3,850,000 

2,117,000 

(うち市負担額  

770,000) 

大美間土地改良区（榎本地区）  

農業用水路横断施設修繕 1 箇所 
7,000,000 

3,850,000 

(うち市負担額  

1,400,000) 

市単独土地改良事

業（かんがい排水） 

西水代水利土木組合（西水代地区）  

自給式ポンプ交換 1 箇所 
475,215 95,043 

大美間土地改良区（牛久地区）  

自吸渦巻きポンプ交換  1 箇所 
649,000 129,800 

大美間土地改良区（真弓南地区）  

さく井工事 1 箇所 
5,940,000 1,188,000 

大平西部土地改良区（下皆川地区）  

自給式ポンプ交換 1 箇所 
385,000 77,000 

 

９ 治山林道事業 

林道の維持管理業務として、除草業務等を実施した。  

(1) 除草業務委託 

・林道西山田線除草及び側溝土砂清掃業務委託  498,630円 

・林道下皆川線・大中寺下皆川線除草業務委託  412,797円 

(2) 維持管理業務委託  

・林道西山田線維持管理業務委託         499,642円 

 

10 生活環境保全林維持管理事業  

  生活環境保全林の維持管理として、除草作業や倒木処理等を実施した。  

(1) 維持管理業務委託  

・生活環境保全林維持管理業務委託(片岡山)   249,753円 

 

11 とちぎの元気な森づくり推進交付金事業  

平成20年度から元気な森づくり推進市町村交付金事業（とちぎの元気な森づくり県民

税事業）に取り組み、荒廃した里山の整備を実施した。  

(1) 野生獣被害のための里山林整備事業委託（下草刈り、除伐等）  

・実施箇所  大平町西山田地内  

・事 業 量  2.0ha 

・委 託 費  520,000円 

 

12 有害鳥獣対策事業  

(1) 有害鳥獣捕獲 

有害鳥獣による農作物被害や生活環境被害等を防止するため、栃木県猟友会栃木支
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部の協力を得て、有害鳥獣捕獲を実施した。  

・イノシシの有害捕獲による駆除 

実施区域 捕獲時期 捕獲状況 

大平地域全域  通 年 251頭 

 

 商工観光係   

 

１ 商工業振興 

(1) 商工団体の育成及び助成  

商工会の諸事業に助成を行った。                  （単位：円） 

名        称 事 業 費 うち補助額 備   考 

大平町商工会事業費補助金  57,368,168  8,000,000  
経営改善普及事業  

地域総合振興事業 等  

(2) 産業振興活動支援  

  大平地域内の商業・工業・農業及び観光等に関わる機関・団体等が行う産業振興のた

めの意欲的な取組に対して支援を行った。              （単位：円） 

名         称 事 業 費 うち補助額 備   考 

産業振興活動支援事業補助金 92,181  40,000  
富田地区中心市街地商業

振興会事業費助成 

 

２ 栃木市大平まちづくり交流センター（プラッツおおひら）の管理運営事業  

大平地域の中心市街地に賑わいと活力を創出するためのまちづくり拠点施設として設置

した、栃木市大平まちづくり交流センター（プラッツおおひら）の管理運営を（株）大高

商事に委託した。 

(1) まちづくり交流センター利用者総数  

営業日数(日) 309 

利用者数(人) 82,478 

1 日平均(人) 266 

(2) まちづくり交流センター施設利用状況    

多目的ルームＡ 
使用時間(時間) 177 

利用者数(人)  696 

多目的ルームＢ 
使用時間(時間) 292 

利用者数(人) 819 

遮音スタジオ 
使用時間(時間) 195 

利用者数(人) 148 

交流サロン 
使用時間(時間) 383 

利用者数(人) 332 

 

３ みずほ企業団地ふれあい協議会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）  

  団地内の各企業と地元の三地区（横堀、下高島、上高島）自治会で、企業団地と地元
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に関する諸問題を解決するための話し合いを開催する予定であった。 

 

４ 観光振興宣伝事業  

豊かな自然と歴史のある観光資源を生かすために、観光パンフレット等の制作・配布

を行った。 

 (1) 観光パンフレット等の制作・配布  

    太平山＆晃石山を歩こう！！（ハイキングマップ） 

(2) 観光キャンペーン等（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）  

  ア ぶどう狩りキャンペーン   

実 施 日 場 所 

- 太平山あじさいまつり会場  

- ぶどうまつり 

イ 横断幕設置 7月～9月（予定） 東武鉄道 浅草・北千住駅構内  

 

５ 観光行事推進事業  

  大平地域を県内外に宣伝し、産業と観光の振興を図るため、下記の行事を実施した。  

(1) “なつこい”Sound Stage TOCHIGI （新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 (2) 光と音のページェント  

   ・実施期間 12月1日（火）～1月11日（月）午後5時～午後10時 

   ・場  所 新大平下駅東口・プラッツおおひら周辺  

・主  催 光と音のページェント実行委員会 

   ・共  催 栃木市 

   ・来 場 者 約22,000人 

 

６ ハイキングコース管理事業  

(1) 首都圏自然歩道管理事業  

   ・かかしの里ブドウのみち、桜咲くパノラマのみち、稜線をたどるみち（延長11.9

㎞） 

(2) 歩道ハイキングコース  

・清水寺～晃石山、大中寺～太平山（延長1.4㎞） 

 

７ 観光施設管理事業  

・大中寺憩の森緑地管理 

・清水寺の森緑地管理  

・かかしの里緑地管理  

・かかしの里受付業務等管理  

・大中寺憩の森トイレ維持管理  

・清水寺の森トイレ維持管理  

・林道下皆川線屋外トイレ維持管理  

・林道下皆川線あずまや維持管理  


